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青色申告らくらく会計９



勘定科目の設定

ここをクリック



勘定科目の設定画面

この画面で勘定科目を設定
しますが、“ひな型科目”で運
用しても問題ありません。
不要な科目は削除します。



科目の属性
科目の属性 説明と設定例

FlgA 科目の区分
0=仕訳科目 1=小科目計 2=準大科目計 3=大科目計 4以上＝その他

FlgB B/S科目と、P/L科目の区分
1=資産・負債・純資産科目 2=損益科目

FlgC 借方と貸方の区分
0=借方科目 1=貸方科目

小科目 小科目を付ける場合 “１”をつける
10  20  40  41  は内部の計算で使用するので削除や変更はしない

補助科目 補助科目を付ける場合 “１”をつける

消費税 消費税の区分（別途資料を参考）



編集ボタン

“ カーソルポインタの移動
“＋” 行挿入
“－” 行削除
“▲” 編集モード
“ ” 書き込み
“ ” 取り消し



小科目の挿入例

挿入ボタンをおして科目コードを
入れる
科目コードは４桁で番号順に整列



小科目の挿入例

インデントをつけて科目名を入れる



小科目の挿入例

科目のフラグを設定する
この例は
電気代、水道代、ガス代が水道

光熱費に合計される



補助科目の設定例

“補助科目”に１をつけて、“補助科
目設定”のボタンを押す
または、“黄色帯”ダブルクリックす
る



補助科目の設定

補助科目コードは001～999
“該当なし”が予想される場合は“その他”
を入れてください



まとめ

•科目の設定が正しくないと、正確な会計が出来ません。

• “小科目”の10 20 40 41 は削除や変更をしないこと

• FlgA＝０の科目は削除しても構いません。
０以外は削除は慎重に行ってください。

•小科目と補助科目は使い分けてください。
小科目は試算表や決算書に表示できます。
補助科目は多数(最大999)の設定が出来ます。

•この会計ソフトでは、小科目や補助科目を設定しなくても“摘
要名”での金額集計も出来ます。
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